
人が輝く いきいき すみだすみだ区議会だより　2020年（令和2年）4月28日（5）

一
　
　
　
般
　
　
　
質
　
　
　
問

再
犯
防
止
推
進
計
画
の
策
定
予
定
は

向
島
料
亭
街
と
の
連
携
と
信
頼
関
係
の

構
築
に
つ
い
て
伺
う

児
童
相
談
所
の
設
置
に
つ
い
て
区
長
の
考

え
と
今
後
の
展
望
を
伺
う

す
み
だ
の
絆

田
　
中
　
　
　
哲

問

平
成
28

年
に
成
立
、
施
行
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
再
犯
防
止
推
進
法
」
で

は
、
再
犯
防
止
等
に
関
す
る
施
策
の
実
施
責

務
が
地
方
公
共
団
体
に
も
あ
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
及
び
区
市
町

村
に
対
し
て
、
地
方
再
犯
防
止
推
進
計
画
を

策
定
す
る
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
。
犯
罪

を
し
た
者
等
に
対
す
る
支
援
に
当
た
っ
て
は
、

福
祉
、
医
療
、
保
健
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
基
礎
自
治
体
で
あ
る
区
市
町
村

の
役
割
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
都
は
昨
年
7

月
に
再
犯
防
止
推
進
計

画
が
ま
と
め
た
が
、
本
区
は
令
和
2

年
度
に

こ
の
計
画
を
立
て
る
予
定
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
実
施
内
容
、
計
画
の
具
体
的
時
期
に
つ

い
て
明
確
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
区
長
の
所

見
を
伺
う
。

答

都
は
昨
年
7

月
に
推
進
計
画
を
策
定

し
、
就
労
や
住
宅
、
保
健
医
療
、
福

祉
、
教
育
等
の
各
部
局
が
連
携
し
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
見
地
か
ら
総

合
的
に
再
犯
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
内
容
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
区
と

し
て
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
は
、
保
護
司

会
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
団
体
と
の
意
見

調
整
や
協
力
体
制
な
ど
、
丁
寧
に
構
築
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の

上
で
、
他
区
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、
策

定
の
準
備
を
進
め
て
い
く
。

問

来
年
度
、
町
会
・
自
治
会
会
館
建
設

等
補
助
金
の
上
限
額
の
引
上
げ
を
行

う
こ
と
に
一
定
の
評
価
を
す
る
が
、
な
ぜ
新

規
取
得
と
新
築
に
限
定
さ
れ
る
の
か
。
老
朽

化
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
改
築
も

引
き
上
げ
る
よ
う
要
望
し
た
い
が
ど
う
か
。

答

改
修
費
の
補
助
額
が
据
え
置
か
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
過
去
5

年

の
利
用
実
績
の
ほ
と
ん
ど
が
5

0

0

万
円
以

下
の
申
請
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

当
面
は
、
こ
の
補
助
額
で
実
施
し
た
い
。

問

向
島
の
料
亭
街
は
都
内
で
も
歴
史
あ

る
ま
ち
で
、
そ
の
文
化
的
な
意
義
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
客
の
誘
客
や
地

域
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
た
め
に
も
有
力
な
地

域
資
源
の
一
つ
で
あ
る
。
昨
年
12

月
に
自
民

党
国
会
議
員
有
志
に
よ
る
「
料
亭
文
化
振
興

議
員
連
盟
」
が
発
足
し
、
東
京
2
0
2
0
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
会
に
、

料
亭
文
化
の
奥
深
さ
を
外
国
人
も
含
め
た
観

光
客
に
広
く
伝
え
、
お
も
て
な
し
の
文
化
と

し
て
地
域
の
活
性
化
に
結
び
付
け
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
か
つ
て
1
0
0
軒
以
上
存

在
し
た
料
亭
は
、
現
在
13

軒
ま
で
減
少
し
て

お
り
、
区
と
し
て
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
料
亭
と

連
携
し
、
料
亭
街
の
存
続
と
振
興
を
図
っ
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
連
携
や
信

頼
関
係
の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

答

向
嶋
墨
堤
組
合
と
は
、
向
島
花
街
の

文
化
を
守
り
、
地
域
資
源
と
し
て
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
相
互
連
携

を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
観
光
協
会
と
地
域

が
連
携
し
た
向
島
D
M
O
の
取
組
を
進
め
る

中
で
、
新
年
度
事
業
と
し
て
、
向
島
花
街
の

文
化
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
本
物
に
触
れ
る

感
動
を
多
く
の
人
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
見

番
等
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
策
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。
さ
ら
に
、

国
や
都
の
観
光
施
策
と
も
連
携
し
、
補
助
制

度
の
活
用
な
ど
も
図
っ
て
い
く
。

問

今
年
は
北
斎
生
誕
2

6

0

年
だ
が
、

節
目
の
年
に
展
開
す
る
北
斎
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
な
考
え
は
。

答

北
斎
美
術
館
周
辺
の
建
物
壁
面
等
を

活
用
し
た
シ
テ
ィ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
　

P
R
動
画
の
発
信
な
ど
を
通
じ
、
北
斎
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
く
。
ま
た
、
国

内
外
か
ら
の
来
街
者
に
対
し
、「
北
斎
の
ま

ち
す
み
だ
」
を
積
極
的
に
P
R
し
、
改
め
て

北
斎
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問

区
が
児
童
相
談
所
を
設
置
・
運
営
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
設
置
す
る
意
義

や
役
割
を
鮮
明
に
し
、
そ
の
理
念
を
区
全
体

で
共
通
認
識
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
児
童
相

談
所
の
設
置
に
つ
い
て
区
長
の
認
識
を
伺
う
。

ま
た
、
専
門
職
の
育
成
、
人
材
確
保
が
最
も

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
関
係
部
署
の
体
制
強

化
も
必
要
だ
が
、
児
童
相
談
所
の
設
置
は
い

つ
頃
で
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
描

い
て
い
る
の
か
。

答

住
民
に
最
も
近
い
特
別
区
が
、
児
童

相
談
行
政
を
一
元
的
か
つ
総
合
的
に

担
う
こ
と
は
、
切
れ
目
の
な
い
一
貫
し
た
支

援
を
迅
速
か
つ
丁
寧
に
で
き
る
点
で
意
義
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
設
置
に
当
た
っ
て
は
多

く
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

人
材
確
保
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に

よ
る
児
童
虐
待
防
止
機
能
の
強
化
に
引
き
続

き
積
極
的
に
取
り
組
み
、
児
童
相
談
所
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
先
行
区
の
状
況
も
検
証
し

な
が
ら
、
そ
の
時
期
も
含
め
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
今
期
の

事
業
計
画
で
大
幅
に
引
き
上
げ
た
こ

と
で
、
区
民
か
ら
怒
り
の
声
が
殺
到
し
て
い

る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
を
行
い
、
保

険
料
を
引
き
下
げ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

答

介
護
給
付
費
に
係
る
区
の
負
担
に
つ

い
て
は
、
法
令
の
定
め
に
よ
り
行
っ

て
お
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
の
繰
入

れ
を
行
う
考
え
は
な
い
。

問

公
的
住
宅
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
た
ち
に
、
区
と
し
て
「
住
ま

い
は
人
権
」
と
の
理
念
を
掲
げ
、
家
賃
助
成

の
実
現
を
改
め
て
要
求
す
る
。

答

法
に
基
づ
き
「
住
宅
が
国
民
の
健
康

で
文
化
的
な
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠

な
基
盤
で
あ
る
」
と
の
考
え
方
に
則
り
、
住

宅
施
策
を
進
め
る
。
直
接
的
な
家
賃
助
成
は

公
平
性
の
観
点
か
ら
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

自
由
民
主
党

藤
　
崎
　
こ
う
き

日
本
共
産
党

と
し
ま
　
　
　
剛

意
見
書
（
要
旨
）

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
実
効
性

あ
る
支
援
と
対
策
に
関
す
る
意
見
書

　
政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
早
急

に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

1 

　
自
立
相
談
支
援
機
関
の
窓
口
に
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
支
援
員
を
配
置
し
、
対
本
人
型

支
援
を
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
自
立
相

談
支
援
の
機
能
強
化
に
向
け
た
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
等
を
行
う
経
費
に
つ
い
て
、
財
政
支

援
の
仕
組
み
を
創
設
す
る
こ
と
。

2 

　
区
市
町
村
に
よ
る
「
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ

ー
ト
事
業
」
の
更
な
る
強
化
を
図
り
、
就

労
に
限
ら
な
い
多
様
な
社
会
参
加
の
場
を

確
保
す
る
こ
と
。
同
時
に
、
家
族
に
対
す

る
情
報
提
供
や
相
談
、
講
習
会
な
ど
の

取
組
を
促
進
す
る
こ
と
。

3 

　
「
断
ら
な
い
相
談
支
援
」
や
「
伴
走

型
支
援
」
等
、
区
市
町
村
が
こ
れ
ま
で
の

制
度
の
枠
を
超
え
て
包
括
的
に
支
援
す

る
新
た
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

　
議
会
運
営
委
員
会
と
議
会
改
革
特
別

委
員
会
が
合
同
で
、
先
進
自
治
体
を
調

査
し
ま
し
た
。

【
1

月
29

日
・
30

日
】

　
大
阪
府
堺
市
及
び
愛
知
県
知
立
市
の

「
議
会
改
革
の
取
組
及
び
議
会
運
営
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
を
行
い
ま

し
た
。 先

進
自
治
体
の
　
　

調
査
を
行
い
ま
し
た

企
画
総
務
委
員
会

　
開
会
日
　

3
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　

3
月
30
日
（
月
）

　
案
　
件
　
議
案
8
件
、
報
告
8
件

◆
主
な
審
査
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

可決

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
（
一
部
改
正
）

　
児
童
相
談
所
が
順
次
特
別
区
に
設
置
さ
れ

る
こ
と
及
び
同
所
に
お
け
る
業
務
の
特
殊
性

を
踏
ま
え
、
同
所
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員

の
人
材
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
当
該
職
員

に
対
し
て
特
殊
勤
務
手
当
の
う
ち
福
祉
現
業

手
当
を
支
給
す
る
も
の

導
入
す
る
経
緯
は

問

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
は
順
次
減
ら

し
て
き
て
い
る
が
、
今
回
、
23

区
横

並
び
で
導
入
す
る
に
至
っ
た
経
緯
と
、
考
え

方
に
つ
い
て
伺
う
。

答

新
た
に
児
童
相
談
所
を
設
置
す
る
動

き
が
あ
る
中
で
、
特
別
区
と
し
て
も

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
23

区
で
児
童
相
談
所
の
課
題
に
対
し
て
、

一
体
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
や
現
行
の
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
等
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

て
い
る
。

可決

令
和
元
年
度
墨
田
区
一
般
会
計

補
正
予
算
（
議
案
第
91
号
）

　
手
指
消
毒
剤
、
マ
ス
ク
等
を
購
入
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
費
等

と
し
て
、
1
億
7
4
3
6
万
円
を
追
加
す
る

も
の

マ
ス
ク
の
購
入
枚
数
等
に
つ
い
て

問

今
回
の
補
正
予
算
に
よ
る
マ
ス
ク
の

購
入
枚
数
及
び
手
指
消
毒
剤
の
購
入

量
は
。
ま
た
、
マ
ス
ク
は
何
か
月
分
の
使
用

枚
数
に
な
る
の
か
。

答

各
施
設
の
職
員
、
指
定
管
理
者
、
学

校
の
生
徒
等
、
今
後
必
要
に
な
る
数

と
し
て
、
マ
ス
ク
は
1

5

0

万
枚
程
度
、
手

指
消
毒
剤
は
4

8

0

0

本
程
度
の
購
入
を
予

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ス
ク
は
約
2

か
月
、

50

営
業
日
程
度
で
積
算
し
て
い
る
。

可決

令
和
2
年
度
墨
田
区
一
般
会
計

補
正
予
算

　
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
費
の
追
加
、
感
染
症
法

に
基
づ
く
医
療
費
の
公
費
負
担
、
相
談
体
制

の
強
化
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
対
策
資
金
」
融
資
に
か
か
る
利
子
及
び

信
用
保
証
料
の
補
助
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
区
内
中
小
企
業
等
へ
の
影

響
調
査
等
と
し
て
、
2
億
7
7
0
0
万
円
を

追
加
す
る
も
の

区
内
中
小
企
業
等
へ
の
影
響
調
査
の
件
数

と
目
的
は

問

区
内
中
小
企
業
へ
の
影
響
調
査
に
つ

い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
個
別
に
回
る
と
聞
い
た
が
、

対
象
件
数
は
。
ま
た
、
こ
の
方
法
で
は
ス
ピ

ー
ド
感
が
足
り
な
い
と
思
う
が
、
何
の
た
め

の
調
査
な
の
か
。

答

既
に
調
査
は
始
め
て
お
り
、
5

0

0

件
程
度
調
査
し
、
6

月
議
会
で
報
告

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
中
小
企
業
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
国
や
都
の
対
応
も
含
め
、

区
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
ま
と
め
、
緊
急
的

な
も
の
は
対
応
し
つ
つ
、
中
・
長
期
の
対
応

に
つ
い
て
も
、
今
回
の
調
査
で
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
調
べ
た
い
。

常
任
委
員
会
の
活
動

常
任
委
員
会
の
活
動

今
号
の
代
表
・
一
般
質
問
に
つ
い
て

　
今
号
に
掲
載
し
て
い
る
代
表
・
一
般
質

問
は
、
2

月
17

日
・
19

日
・
20

日
の
3

日

間
に
行
わ
れ
た
内
容
で
す
。
そ
の
後
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

や
東
京
2

0

2

0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
延
期
等
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
よ
っ
て
、
質
問
及
び
答
弁
に
あ

る
施
策
や
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
中
止
や

変
更
等
の
状
況
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。


